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研究実績 

の概要 

周期的ストリップ導体が埋め込まれた誘電体格子である複合誘電体格子は，新しい光波

素子，アンテナ素子の開発への応用が期待されている．これらの素子の設計には，光・電

磁波特性を解析する解析法の開発が最善の手段である． 

本研究の目的は，複合誘電体格子の電磁波散乱問題において，行列固有値法とガレルキ

ン法の併用により影理論の散乱因子を求める新しい解析法の定式化と，その数値解の精度 

を評価する方法を提案することである． 

 今年度は簡単化のため，図1に示す周期的ストリップ導体が誘電体中に埋め込まれた多

重平板格子を考え，影理論を適用した行列固有値法とガレルキン法を併用した解析法を定

式化した．ガレルキン法の電流展開関数として様々な関数が考えられるが，今回は，区分

的正弦波(PWS)関数を採用した．数値計算では，区分的正弦波関数の電流展開項数に対し

て空間高調波展開項数が十分な場合，丸め誤差を除いてエネルギー誤差がゼロになった．

つまり，提案した解析法は極めて高精度であるため，エネルギー保存則では計算精度を評 
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研究実績 

の概要 

価できないことがわかった．そこで，回折効率や散乱因子に相反性が現れることを示し，

計算精度の評価法の一つとして，回折効率や散乱因子の相反性誤差を用いる方法を考案し

た．数値計算結果から伝搬波の相反性誤差は散乱因子の相反性誤差よりほぼ大きい傾向が

あることを示した．以上から，エネルギー誤差で計算精度を評価できない多重平板格子の

場合に，伝搬波の相反性誤差によって計算精度が評価できることを言及した． 

 

図 1  多重平板格子 
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